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本
学
図
書
館
と
川
崎
・
砂

子
の
里
資
料
館
と
の
合
同
企

画
展
「
目
の
果
報
、
知
の
至

福

江
戸
の
文
華
―
戯
作
と

浮
世
絵
―
」
が
１０
月
、
川
崎

市
「
ア
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
か
わ

さ
き
」で
開
催
さ
れ
、３
６
０

０
人
の
来
場
者
を
集
め
た
。

期
間
中
、
文
学
部
・
板
坂

則
子
ゼ
ミ
で
は
川
崎
特
別
チ

ー
ム
を
組
み
、
ゼ
ミ
生
が
会

場
の
一
角
で
「
川
崎
」
に
ち

な
む
土
地
や
作
品
の
解
説
を

行
い
、
好
評
だ
っ
た
。

両
館
が
所
蔵
す
る
戯
作
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
（
専
修
大
学
）

と
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
）

か
ら
、
え
り
す
ぐ
り
の
２
４

０
作
品
を
集
め
た
展
覧
会
。

作
品
を
学
生
の
目
線
で
解

説
し
よ
う
と
、
「
川
崎
宿
周

辺
文
学
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
や
川
崎
大

師
の
霊
験
（
御
利
益
）
を
題

材
に
し
た
曲
亭
馬
琴
の
黄
表

紙
（
※
）「『
大
師
河
原
撫
子

話
』
登
場
人
物
相
関
図
」
を

大
き
な
パ
ネ
ル
に
し
て
会
場

に
掲
げ
た
。
来
場
者
は
「
昔

の
川
崎
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
だ

っ
た
ん
だ
ね
」
と
興
味
深
そ

う
に
見
入
っ
て
い
た
。

ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
川
崎
大

師
周
辺
や
旧
東
海
道
沿
い
を

探
索
し
た
。
内
沢
隆
志
さ
ん

（
２
年
次
）
は
「
川
崎
を
歩

い
て
当
時
と
現
在
を
比
較
、

作
品
を
理
解
す
る
こ
と
に
役

立
ち
ま
し
た
」
と
語
る
。

ま
た
入
場
者
に
配
ら
れ
た

全
作
品
図
録
の
企
画
ペ
ー
ジ

に
も
登
場
。
川
崎
の
歴
史
や

文
化
、
川
崎
に
ま
つ
わ
る
文

学
作
品
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
。※

黄
表
紙
∥
江
戸
時
代
、

流
行
し
た
草
双
紙
（
絵
本
）

の
一
種
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

創
立
１０
周
年
、
情
報
科
学
研

究
所
３０
周
年
記
念
の

特
別

講
演
会
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

社
会
の
将
来
と
大
学
教
育

を
、
語
る
。M

I
L
E
S
T
O
N
E

１
０

」
が
１０
月
９
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
教
員
・
関
係
者
を
は
じ

め
卒
業
生
、
在
学
生
ら
約
１

５
０
人
が
出
席
し
た
。

伊
東
洋
三
学
部
長
は
「
経

営
学
部
情
報
管
理
学
科
の
流

れ
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た

本
学
部
は
、
今
後
も
時
代
の

先
端
を
見
据
え
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
佐
藤
創
教
授
が
学
部

の
歩
み
を
、
大
曽
根
匡
情
報

科
学
研
究
所
長
（
経
営
学
部

教
授
）
が
研
究
所
３０
年
間
の

歩
み
を
紹
介
し
た
。

学
部
１
期
生
の
前
川
洋
二

さ
ん
（
平
１７
∥K

e
e
p
A
l
i
v
e

㈱
）
、
㈱
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

・
ア
イ
ジ
ー
の
石
川
光
久
代

表
取
締
役
社
長
ら
３
氏
に
よ

る
講
演
の
後
に
催
さ
れ
た
懇

親
会
で
、
出
席
者
た
ち
は
思

い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
、

学
部
と
世
代
を
超
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
努
め
て

い
た
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
と
ブ
ロ
グ

活
用
で
参
加
者
募
集

名
簿
を
つ
く
ら
ず
、
ブ
ロ

グ
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
告
知
し

た
今
回
の
企
画
を
中
心
に
進

め
て
き
た
松
永
賢
次
准
教
授

に
感
想
を
聞
い
た
。

「
学
部
の
強
み
で
あ
る『
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』を
活
用
し
て
、１

２
０
人
も
の
卒
業
生
が
集
ま

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
は
在
学
生
以
上
に
卒

業
生
の
フ
ォ
ロ
ー
が
多
く
、

こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
て
、
卒
業
生
と
の
つ
な
が

り
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
大
学
に
は
大
切

だ
と
感
じ
た
会
で
し
た
」

「
御
柱
」は
７
年
目
ご
と
、

寅
と
申
の
年
に
開
か
れ
る
大

祭
。
今
回
の
曳
行
は
今
春
開

催
さ
れ
た
御
柱
祭
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
戦
没
者
の
慰
霊

に
と
、
長
野
県
茅
野
市
北
山

・
米
沢
・
湖
東
地
区
に
住
む

諏
訪
大
社
の
氏
子
ら
に
よ
る

実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
。

本
学
の
社
会
関
係
資
本
研

究
セ
ン
タ
ー
で
諏
訪
地
方
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
と
御

柱
祭
を
研
究
テ
ー
マ
に
す
る

小
西
恵
美
経
済
学
部
教
授
が

靖
国
神
社
で
の
開
催
の
報
を

聞
き
、
協
力
を
申
し
出
た
。

同
セ
ン
タ
ー
研
究
員
で
相

撲
部
副
部
長
を
務
め
る
佐
島

直
子
経
済
学
部
教
授
も
「
相

撲
部
を
動
員
し
ま
し

ょ

う
」
。
同
部
員
１０
人
と
佐
島

ゼ
ミ
生
、
長
野
県
出
身
の
学

生
や
教
員
に
加
え
、

９
月
に
本
学
相
撲
部

と
合
同
合
宿
し
た
法

政
大
学
相
撲
部
員
９

人
も
参
加
、
総
勢
３０

人
の
�
部
隊
�
が
編

成
さ
れ
た
。

拝
殿
前
で

底
力
発
揮

華
や
か
な
Ｖ
字
形
の
「
メ

ド
デ
コ
」
が
取
り
付
け
ら
れ

た
長
さ
１３
㍍
、
幹
回
り
が
最

大
で
３
㍍
近
く
の
御
柱
は
、

長
野
県
や
首
都
圏
な
ど
か
ら

集
ま
っ
た
７
０
０
人
に
曳
か

れ
第
一
鳥
居
を
出
発
。
「
メ

ド
デ
コ
」
に
乗
っ
た
若
者
た

ち
が
左
右
に
揺
ら
れ
な
が
ら

子
ど
も
や
参
拝
者
も
曳
行
に

加
わ
っ
た
。

第
二
鳥
居
、
神
門
を
通

過
、
大
詰
め
の
拝
殿
前
で
は

曳
き
綱
を
す
る
ス
ペ
ー
ス
確

保
が
困
難
に
な
り
、
曳
き
手

を
減
ら
し
て
の
曳
行
と
な
っ

た
が
、
こ
こ
で
相
撲
部
員
の

底
力
が
発
揮
さ
れ
た
。
出
発

か
ら
２
時
間
、
拝
殿
前
に
到

着
す
る
と
参
加
者
た
ち
は
疲

れ
を
忘
れ
喜
び
合
っ
た
。

相
撲
部
員
で
あ
り
佐
島
ゼ

ミ
の
牧
園
大
悟
さ
ん
（
４
年

次
）
は
「
こ
ん
な
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
て
感

激
。
大
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。
皆
の
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
連
帯
感
が
生
ま
れ
、
達

成
し
た
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
部
活
動
の
励
み
に

な
り
ま
し
た
」
と
興
奮
さ
め

や
ら
ぬ
様
子
で
語
っ
た
。

北
山
・
米
沢
・
湖
東
地
区

若
手
の
会
で
、
今

回
の
曳
行
を
担
当

し
、
本
番
に
大
挙

参
加
し
た
「
三
友

会
」
（
両
角
力
会

長
）
の
メ
ン
バ
ー

は
「
相
撲
部
を
は

じ
め
と
す
る
専
大

の
皆
さ
ん
の
若
い

力
は
と
て
も
心
強

か
っ
た
」
と
た
た

え
た
。

「
よ
い
さ
っ
、
よ
い
さ
っ
」
。
威
勢
の
い
い
掛

き

や

う
た

け
声
、木
遣
り
唄
、そ
し
て
歓
声
が
境
内
に
響
き
渡

っ
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
１０
月
１７
日
、
諏
訪
大
社

お
ん
ば
し
ら

御
柱
祭
で
有
名
な
御
柱
奉
納
が
東
京
・
九
段
北
の

靖
国
神
社
で
初
め
て
行
わ
れ
、
相
撲
部
員
ら
が
御

ひ

柱
の
曳
き
手
に
加
わ
り
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
。

神
保
町
交
差
点
直
近
の
カ
メ
ラ
太

陽
堂
（
土
居
国
男
社
長
）
は
、
こ
の

界
わ
い
で
長
く
親
し
ま
れ
て
い
る

�
街
の
写
真
屋
さ
ん
�
。
カ
メ
ラ
販

売
と
Ｄ
Ｐ
Ｅ
の
ほ
か
撮
影
、
カ
メ
ラ

用
品
の
販
売
も
。
特
に
現
像
技
術
や

プ
リ
ン
ト
仕
上
げ
に
定
評
が
あ
り
、

常
連
客
に
は
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
も

い
る
。

本
学
を
は
じ
め
明
大
、
日
大
、
共

立
女
子
大
、
工
学
院
大
な
ど
の
大
学

関
係
や
会
社
関
係
の
客
が
主
だ
。
成

田
国
際
空
港
第
一
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
支

店
が
あ
り
従
業
員
は
両
店
合
わ
せ
て

十
数
人
。
そ
の
平
均
年
齢
は
約
５５

歳
。
ベ
テ
ラ
ン
陣
が
が
っ
ち
り
支
え

て
い
る
の
が
特
徴
。

店
内
に
は
、
近
隣
の
店
主
さ
ん
が

撮
影
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
景
勝
地
「
モ

ン
サ
ン
ミ
シ
ェ
ル
」
の
写
真
が
飾
ら

れ
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
客
と
の
撮

影
談
議
が
始
ま
る
。
「
プ
ロ
を
特
別

扱
い
す
る
の
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
お

客
様
に
わ
け
隔
て
な
く
応
じ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」と
山
科
久
夫
店
長
。

か
つ
て
は
赤
坂
の
東
急
ホ
テ
ル

（
現
・
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
）
に

も
支
店
が
あ
り
、�
お
得
意
さ
ん
�

に
は
故
橋
本
龍
太
郎
、
福
田
康
夫
両

元
首
相
も
。
「
橋
本
さ
ん
は
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
よ
。
撮
影
が
お
上
手
で
、
個
展
を

開
く
ほ
ど
の
腕
前
で
し
た
。
福
田
さ

ん
は
メ
カ
に
詳
し
く
、
カ
メ
ラ
の
構

造
の
質
問
を
よ
く
受
け
ま
し
た
」
と

山
科
店
長
は
懐
か
し
そ
う
に
話
す
。

当
然
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
は
カ
メ
ラ

好
き
。
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
も
い
て
、

Ｄ
Ｐ
Ｅ
を
担
当
す
る
福
井
修
司
さ
ん

は
、
正
月
の
箱
根
駅
伝
を
ゴ
ー
ル
の

大
手
町
付
近
で
毎
年
撮
影
す
る
。
山

科
店
長
は
大
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
フ
ァ
ン
で
毎
週
の
休
日
に
大

学
の
対
抗
試
合
を
観
戦
す
る
の
が
楽

し
み
。
二
人
と
も
専
大
選
手
の
奮
闘

を
作
品
に
収
め
て
い
る
。

創
業
は
１
９
４
７
年
。
前
身
は
カ

メ
ラ
メ
ー
カ
ー
太
陽
堂
光
機
。
戦

後
、
町
工
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
豆
カ

メ
ラ
や
二
眼
レ
フ
の
「
ビ
ュ
ー
テ

ィ
」
が
花
開
い
た
。
工
場
は
現
在
の

店
舗
の
裏
手
に
あ
っ
た
。

店
内
ウ
イ
ン
ド
ー
に
は
、
内
外
の

中
古
カ
メ
ラ
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
ラ

イ
カ
、
ロ
ー
ラ
イ
、
ア
ル
パ
…
…
。

な
か
に
は
、
ロ
ワ
イ
エ
の
６
×
６
判

（
蛇
腹
式
）や
ベ
ビ
ー
イ
コ
ン
タ
１
２

す
い
ぜ
ん

７
な
ど
フ
ァ
ン
垂
涎
の
珍
品
も
。
も

ち
ろ
ん
ビ
ュ
ー
テ
ィ
の
カ
メ
ラ
（
Ⅰ

型
・
蛇
腹
式
）も
鎮
座
し
て
い
る
。

※
カ
メ
ラ
太
陽
堂
∥
東
京
都
千
代

田
区
神
保
町
１
の
１０

☎
０３
（
３
２

９
１
）
０
０
３
４

学
部
１
期
生
の
前
川
さ
ん

「ネットワーク情報学部創立１０周年」「情報科学研究所３０周年」記念特別講演会

▲ 終了後の懇親会で乾杯の発

声をする坂本實名誉教授

��１６

▲ 「よいさっ」の掛け声が響き渡った靖国神社境内

◀

相撲部員ら３０人 曳行に加わる

▲ 左から宇田川幸四郎さん、大西邦夫

さん、山科店長、福井さん

初
の
靖
国
神
社
奉
納

学
生
時
代
の
思
い
出
な
ど

を
話
し
た
経
営
学
部
情
報

管
理
学
科
２
期
生
の
村
上

修
さ
ん
（
昭
５２
卒
∥
日
本

ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
㈱
）

カメラ太陽堂

あ
い
さ
つ
す
る
伊
東
学
部

長

◀

◀

ベテランが支える街の写真店

戯作と浮世絵の川崎

学生の目線で解説

▲ 「川崎」を来場者に解説

▲ 大活躍の相撲部員ら参加者たち

▲ 「よし行くぞ」－－曳行に挑む

「
合
同
企
画
展
」で
文
・
板
坂
ゼ
ミ
生

第４８２号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１０年（平成２２年）１１月１５日（３）


